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　青少年問題の悩みなどお気軽に

　ミ　　　高宇治こころの電話

　　　泌･：･：：　Ｅ　
２４－0800

(土･日･祝日を除く毎日午前9時～午後6時

あ
な
た
の
一
票
が

明
日
の
市
政
を

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
八
四
月
十

六
日
㈲
に
告
示
さ
れ
、
二
十
こ
日
㈱
が
投
票
日
で
す
。
市

政
に
生
か
す
、
大
切
な
あ
な
た
の
一
票
。
じ
っ
く
り
選
ん

で
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
支
し
ょ
う
。

投
票
時
間

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
。
た
だ
し
笠

取
小
学
校
・
笠
取
第
二
小
学
校

は
午
後
五
時
ま
で
。

投
票
で
き
る
人

　
昭
和
五
十
年
四
月
二
十
四
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
七
年
一

月
十
五
日
ま
で
に
住
民
票
が
作

成
さ
れ
、
引
き
続
き
宇
治
市
に

住
所
が
あ
る
人
。

　
宇
治
市
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　
四
月
一
日
以
後
に
市
内
で
転

居
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

－ - 〃

不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
、
旅
行
、

入
院
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
は
、
四
月

土
八
日
㈲
か
ら
二
十
二
日
切
の

午
前
八
時
午
ｙ
午
後
五
時
（
土
・

日
曜
日
も
同
じ
）
に
市
役
所

（
一
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
へ

　お出掛け前に

　　確認しましょう

①投票所入場券は持ちましたか

②ご自分の投票所は確認しまし

　たか

印
鑑
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
投
票
所
入
場
券
が

届
い
て
い
れ
ば
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
指
定
病
院
・
施

設
に
入
院
中
ま
た
は
入
所
中
の

人
は
、
そ
の
施
設
の
長
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
・
経
歴
・
政
見
な
ど
を
掲

載
。
四
月
二
十
日
俐
の
朝
日
、

毎
日
、
読
売
、
産
経
、
日
本
経

済
、
京
都
の
各
紙
朝
刊
に
折
り

込
み
ま
す
。
な
お
、
選
挙
公
報

は
、
市
役
所
、
各
公
民
館
こ
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
に
も
置
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
は
切
り
離
し
て

　
投
票
所
へ
は
、
投
票
所
入

場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
、
各

選
挙
人
ご
と
に
点
線
に
沿
っ

て
切
り
離
し
て
お
く
こ
と
も

お
忘
れ
な
く
。
な
お
、
紛
失

し
た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。
投
票
所
の
受
付
係
に

申
し
出
て
、
入
場
券
の
再
発

行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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紫式部市民文化賞

第5回

作品募集を開始

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

考古遺物でみる宇治の歴史と文化

　先土器時代から鎌倉時代までの

市内の主な出土遺物を、「うつわ」

・「戦い」・「庶民の暮らし」･な

どのグループにわけて展示。また、

最新の発掘調査からは、若林遺跡

（伊勢田町）や門ノ前古墳（冤道）

などの成果を展示しています。第

２展示室では、「鬼瓦と瓦師」の

コーナーも設けて紹介しています。

この機会に宇治の歴史と文化に触

れてみてください。

卜
宇
治
の
歴
史
を
家
族
で

　
　
　
　
学
ん
で
み
ま
し
よ
う

入場無料

午前９時～午後５時　月曜・祝日休館

歴史資料館（折居台1 －1 容20－1311）
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第
五
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞

の
作
品
募
集
を
い
よ
い
よ
開
始

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
作
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
〉
小
説
・

随
芋
・
童
話
・
詩
歌
句
な
ど
の

文
学
作
品
か
、
文
学
・
歴
史
・

民
俗
な
ど
の
研
究
作
品
（
詩
歌

句
は
2
0
編
程
度
必
要
）

　
〈
作
品
の
要
件
〉
新
作
か
、
平

成
６
年
４
月
１
日
～
７
年
３
月

3
1
日
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
の

作
品

　
〈
作
品
の
規
格
〉
①
原
稿
作
品

か
、
雑
誌
か
単
行
本
と
し
て
印

刷
さ
れ
た
も
の
　
②
原
稿
作
品

は
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
Ｂ
４
・
縦
書
き
）
に
限
る

　
〈
応
募
規
格
〉
①
応
募
の
時
点

で
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
人
②
性
別
・
自
薦

・
他
薦
の
別
は
問
わ
な
い
　
③

人
１
作
品

　
〈
応
募
方
法
〉
口
原
億
皆
既
、

題
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
・
性
別
・
勤
務

先
（
通
学
先
）
を
書
い
た
表
紙

を
付
け
、
ひ
も
で
と
じ
る
。
原

稿
に
は
通
し
番
号
を
打
つ
こ
と

　
②
雑
誌
・
単
行
本
の
場
合
は

別
紙
に
①
の
項
目
を
書
き
添
え

る
③
他
薦
に
よ
る
応
募
は
推

薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
　
④
応
募

作
品
は
返
却
し
な
い

　
〈
募
集
期
間
〉
５
月
3
1
日
團

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

　
〈
賞
品
・
賞
金
〉
受
賞
者
は
２

人
以
内
。
正
賞
と
副
賞
3
0
万
円

　
〈
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
文

化
観
光
課
（
宇
治
琵
琶
3
3
、
内

線
ｏ
ｑ
ｏ
ｊ
ｏ
ｊ
ｃ
ｏ
）

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

4月23日（日）は市議選

投票日

４月16日(日)まで開催中歴史資料館企画展

宇治上神社・平等院世界遺産登録記念

受け付けは5月31日（水）まで

問い合わせ
市選挙管理委員
会事務局（電話20－8798）
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平等院庭園

発掘調査

　
市
教
育
委
員
会
の
平
等
院
庭
園
の
発
掘
調
査
で
、

創
建
当
時
の
鳳
凰
堂
背
後
部
分
に
高
度
な
設
計
レ
ベ

ル
の
庭
園
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

部
分
は
小
石
敷
き
の
洲
浜
や
水
の
流
れ
を
利
用
し
た

「
よ
ど
み
」
と
い
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
、
堂
の

正
面
の
、
宇
治
川
や
山
並
み
な
ど
を
借
景
に
取
り
入

れ
た
庭
園
と
は
風
情
が
異
な
り
ま
す
。
平
安
時
代
の

優
雅
な
庭
園
が
今
に
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ト
右
奥
部
分
か
ら
曲
線
を
描
い
た
な
ぎ
さ
沿
い
に
水
が
流
れ
込
み
ま
す

創
建
当
時
の

優
雅
な
庭
園
を
確
認

　
鳳
凰
堂
を
中
心
に
作
ら
れ
た

平
等
院
庭
園
は
、
極
楽
浄
土
の

様
子
を
現
し
た
「
浄
土
庭
園
」

の
現
存
す
る
最
古
で
最
高
の
庭

園
と
し
て
、
大
正
十
一
年
に
国

の
史
跡
・
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
平
等
院
で
は
、
創
建

当
時
の
庭
園
を
復
元
整
備
す
る

た
め
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
四
年
間

に
わ
た
っ
て
予
備
調
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月

か
ら
は
、
鳳
凰
堂
背
後
、
北
西

部
分
で
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

池
の
水
登
洛
と
し
、
底
に
た
ま
っ

て
い
た
厚
い
泥
土
莽
取
り
除
き
、

調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
平
等

上の写真はこちら

から眺めたもの
　　　　　　↓

、八　ゞ

平等院
庭園略図

院
創
建
当
時
の
小
石
敷
き
の
優

雅
な
庭
を
完
全
な
形
で
発
見
。

庭
園
復
元
に
向
け
て
幸
先
の
よ

い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
の
予
備

調
査
で
は
、
鳳
凰
堂
が
立
つ
中

島
の
岸
は
小
石
敷
き
の
穏
や
か

な
洲
浜
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
水

際
は
鳳
凰
堂
間
近
ま
で
き
て
い

た
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
調
査
部
分

で
は
、
鳳
凰
堂
の
洲
浜
の
落
ち

が
そ
の
ま
ま
池
へ
と
続
く
単
純

な
も
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん

小
石
敷
き
の
平
ら
な
庭
に
な
り
、

そ
し
て
水
際
へ
と
移
る
と
い
う

二
段
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
小
石
敷
き
の
平
ら
な
庭

の
先
端
は
、
優
雅
な
曲
線
を
描

く
水
際
と
な
り
「
よ
ど
み
」
を

あ
し
ら
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
曲
線
の
水

際
や
「
よ
ど
み
」
は
、
平
安
王

朝
絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
貴
族

の
邸
宅
の
池
と
よ
く
似
て
お
り
、

平
安
期
の
庭
園
美
を
今
に
伝
え

る
も
の
で
す
。

地
下
水
を
生
か
し
て

「
流
れ
」
を
作
る

　
ま
た
、
こ
の
部
分
は
単
純
な

池
で
な
く
、
鳳
凰
堂
南
西
背
後

池

七Ｎ

か
ら
の
「
流
れ
」
を
伴
っ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
鳳
凰
堂
背
後
・
南
西
部
分
は

が
け
に
な
っ
て
お
り
、
昔
は
こ

こ
に
豊
富
な
地
下
か
か
ら
い
て

い
ま
し
た
。
宇
治
七
名
水
の
一

つ
「
阿
弥
陀
水
」
は
こ
の
場
所

に
あ
り
ま
す
。
平
等
院
の
池
は

こ
の
清
ら
か
で
豊
富
な
地
下
水

を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ

の
地
下
水
を
流
れ
と
し
て
池
に

引
き
込
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
等
院
の
庭

園
は
鳳
凰
堂
を
中
心
に
、
東
に

は
宇
治
川
や
対
岸
の
山
並
み
を

借
景
と
し
た
雄
大
な
景
色
が
広

が
り
、
今
回
の
調
査
部
分
の
北

西
部
で
は
自
然
の
川
岸
に
似
た

流
れ
を
持
つ
景
色
、
そ
し
て
南

西
部
で
は
清
ら
か
な
湧
き
水
の

Ｉ
二
月
十
一
日
の
現
地
説
明

　
会
に
は
大
勢
の
考
古
学
フ

　
ア
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　市教育委員会では、正覚院の木造聖

観音菩薩立像を新たに平成六年度市指

定文化財に指定。これで、市指定文化

財はあわせて五十件になりました。

　【正覚院木造聖観音菩薩立像】比較的例が

少ない、左手を腹前にとる、比叡山横川中

堂像と同じ形式の聖観音立像。左手に蓮華

を持ち、右足をやや前にして立っています。

伏し目の優しい顔、なで肩ですっきりした

たいく　　　　　　　　　えiん体躯、浅く数少ない衣文などに、平安時代

後期12世紀の特色がでています。

データ＝一木造（ヒノキ材）、彫眼、古色、

像高102.8センチ、平安時代後期　　　十

宇
治
上
神
社
・
平
等
院
な
ど
紹
介

「
文
化
財
宇
治
'
9
4
」

　
　
　
　
　
を
刊
行

景
色
と
い
う
、
三
方
に
違
っ
た

庭
園
の
情
景
が
広
か
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
平
等
院
庭
園
の
美
し
さ
は
当

時
の
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え

た
よ
う
で
、
東
北
の
平
泉
ま
で

そ
の
様
式
が
伝
え
ら
れ
た
ほ
ど

で
す
。

　
今
後
、
引
き
続
い
て
、
平
等

院
庭
園
の
創
建
時
の
姿
を
探
り
、

そ
の
美
を
現
代
に
よ
み
が
え
さ

せ
る
復
元
整
備
事
業
を
続
け
て

い
く
予
定
で
す
。
私
た
ち
の
想

像
を
超
え
た
平
安
の
庭
園
。
そ

の
復
元
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す

ね
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
宇

治
上
神
社
と
平
等
院
が
昨
年

十
二
月
十
五
日
、
世
界
遺
産

に
登
録
が
決
ま
っ
た
の
を
記

念
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
文
化
財
宇
治
剛
」
を
刊
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
で
は
、
宇
治
上

神
社
と
平
等
院
を
始
め
と
し

て
、
昨
年
に
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
安
養
寺
の
木
造
地

蔵
菩
薩
立
像
や
、
六
年
度
行

っ
た
七
件
の
発
掘
調
査
の
成

果
な
ど
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
に
、
社
会
教

育
課
（
内
線
2
6
1
7
）
と

歴
史
資
料
館
で
５
０
０
円
で

お
分
け
し
て
い
ま
す
。

▲文化財宇治'94．A 4判、

　32ページ。
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鳳
凰
堂
を
中
心
に

三
方
に
異
な
る
景
色
が

「流れ」を生かした優雅な庭園を確認

正覚院木造聖観音菩薩立像が新たに市指

定文化財に
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市役所

.申ｔ込み方

直接会場ぺ
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公民館・青少年センター

■宇治公民館(a21-2804)

　　〈読み語り｢平家物語｣〉１年

を通じて、平家物語の主要場面を

参加者全員で読み、語り、学んで

いきます。＞4月～８年３月の火

曜(月１回、初日は４月25日)、

午前10時～正午[〉講師…郷土史研

究家・山本真嗣さん[〉対象…市内

在住の人圃同館へ電話か来館で、

先着60人。現地学習を別に予定し

ています。

・広野公民館(容41-7450)

　　くハーモニカ音楽を楽しみませ

んか〉＞4月22日から毎月第２・

４土曜、午前10時～正午[＞対象…

幼稚園児・小中学生[〉定員…先着

15人[〉持ち物…ハーモニカ(21穴

複音C調)回同tl。

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃同センター(346-0688)。

　〈ワープロ連休集中講座〉[＞5月

３日脚・４日㈹・５日脚、午前９

時半～午後３時半[〉１万400円。

　　〈ワープロ･日商4級検定受験〉

≫5月10日～フ月５日の水曜、午

前９時半～正午(一部土曜午後)[〉

１万６千円。くワープロ初laVer.

５〉５月18日～６月５日の月・木

曜、午後６時半～９時[〉9000円。

　〈ワープロ中級Ver. 5〉５月18

日～６月５日の月・木曜、午後６

時半～９時[＞9000円。　<パソコン・

ロータス123初級〉５月11日～５

月19日の月・火・木・金曜、午前

９時半～午後３時半[〉１万600円。

　〈パソコン・ＣＡＤ入門〉５月６

日~6月10日の土曜、午前９時半

～正午[＞9000円。

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

宇治市政だより 1995年（平成７年）4月11日発行　第1058号
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保険課 ( 3 0 7 5

-

4 3 1

-

0 1 3 7 )

、

宇 治

公 共 職 業 安 定 所 ( 昔 2 0

-

8 6 0 9 )

。
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　 労 働 保 険 料 ( 労 災 保 険 雇 用

　 　 保 険 ) の 申 告 納 付 の 期 間 は

　 ５月 1 5 日 ( 月 ) ま で で す

　 府 雇 用 保 険 課 ( O 0 7 5 ･ 4 3 1 ･ 0 1 3 7 )

レ 京 都 労 働 基 準 局 ( 昔 0 7 5 ･ 2 4 1 ･ 3 2 1 1 )

■ ■ ■ ■ ･ ■ . ゝ a

■お茶摘みさん募集

　高級茶の代名詞・宇治茶は、一

年に一度だけ茶の葉を手で丁寧に

摘みます。しかし人手が不足し、

茶農家はその確保に苦労していま

す。宇治茶振興のために、あなた

の力をお貸しください。[114月11

日の新聞に折り込みのチラシに載っ

ている各農家か、茶圓や茶農家の

ポスター連絡先へ。期間は5月初

旬から約１ヵ月間。勤務時間･報

酬･通勤方法などは､各農家とご相

談を。　囲a林茶業課（内,112214）。

固定資産税・都市計画税

第１納期限は、

５月31日（水）です。

圃納税課（内線2132）

7年度

指名登録業者の追加受け付け

市内業者を対象に４月17日(月)から

　
七
年
度
指
名
競
争
入
札
等
参

加
資
格
審
査
の
追
加
申
請
を
下

表
の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。

「
申
請
要
領
」
の
請
求
は
直
接
、

管
財
契
約
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
今
回
の
申
請
の
受
け
付
け

は
宇
治
市
内
に
本
店
を
有
す
る

業
者
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
六

年
度
に
す
で
に
登
録
し
て
い
る

業
者
の
申
請
は
不
要
で
す
。

［
申
請
の
資
格
］

　
次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ
で

も
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
人

（
業
者
）
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
禁
慰

ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な

い
人
○
建
築
工
事
及
び
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等

で
は
、
７
年
３
月
3
1
日
現
在
で

当
該
業
務
開
始
後
２
年
未
満
の

｜

）
）

り

１

１

Ｄ

業　務　内　容 受付期間･時間

・建設工事関係

　　建築や土木などの工事
・測量･a設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ関係
　　測量･土木建築設計

　　地質調査･補償調査
・物品関係
　　物品供給や製造の請負
・役務関係
　　各種の役務提供など

TS £ 4

・午削／日　S　9　17
曜^時（月）
い卜

除時午４
ご後/
　　4　28
　　時吻

〈受付場所〉　市役所３階　管財契約課

〈必要書類など〉申請書、印鑑証明書
　　　　　　　　商業登記簿謄本
　　　　　　　　許認可等証明書など

※このほか、必要な書類、記入方法など
　詳しくは「申請要領」をご覧ください。

・国民年金異動があれば届け出を

　国民年金の種別は３つ。就職・

退職・結婚などで異動があれば、

その種別が変わりますので、その

都度手続きｶ匈晏です。異動があっ

た人は、印鑑、年金手帳、健康保

険証などを持って、国民年金課

(内線2311)へ。

■宇治市観光写真コンクール展示

　会の日程が変わります

　市役所i階での展示は、５月２

日(火)から16日吹)になりました。

ン
グ
ジ
ム
右
吝
的
ボ
ト

ル
、
三
階
に
は
和
室
や

教
養
室
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
宇
治
弐
番
8
8
の
７
、

容
2
0
・
1
9
9
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
を
。

人
（
建
設
工
事
で
は
建
設
業
法

の
営
業
許
可
を
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
で

は
業
務
ご
と
に
市
が
定
め
る
営

業
に
関
す
る
登
録
を
得
た
後
２

年
未
満
の
人
）
○
建
設
工
事
及

び
測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

等
で
は
、
入
札
等
希
望
工
種
等

に
つ
い
て
、
直
前
２
年
の
各
営

業
年
度
に
業
務
実
績
高
が
な
い

人
Ｏ
宇
治
市
税
を
滞
納
し
て
い

る
人
　
問
い
合
わ
せ
は
管
財
契
約
課

（
内
線
2
1
0
8
）
へ
。

　
「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
」
の
拠
点
と
し
て
建

設
さ
れ
た
宇
治
社
会
保
険
健
康
セ
ン
タ
ー
が
、
三

月
十
六
日
團
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京

都
府
が
社
会
保
険
庁
に
誘
致
し
た
も
の
。

　
一
階
に
は
温
水
プ
ー
ル
、
二
階
に
は
ト
レ
ー
ニ

あ
な
た
の
健
康
の
お
手
伝
い

宇
治
社
会
保
険

　
　
健
康
セ
ン
タ
ー

　７年度版「市民カレンダーと手びき」の

28ページ、各種相談あんないの社会保険相

談とボランティアなんでも相談の実施日時

に誤りがありました。正しくは下表の通り

です。

犬 誤 正

社会保険相談
毎月第１火曜日

　10時～正午

毎月第１木曜日

　10時～正午

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなんでも相談
毎月火・木・土曜日

　　13時～16時

毎週火曜日
14時～19時

食に国境はない？

　食べ物を通して、国際交流を深めよ

うと３月30日、小倉公民館で「私のお

国自慢・国際親善パーティー」が開か

れました。約100人の参加者はロシア・

中国・エジプト・バングラディッシュ

の留学生が作った母国料理に大満足で、

食後に、なれない英語で料理方法を尋

ねる人もでるほど。言葉の壁も、食欲

の前では何のそのでした。

か
っ
た
。
今
度
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
参
加
者
は
出

来
上
が
っ
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

普
通
の
草
を
、
献
立
の
一
つ
に
変
身
さ
せ
て
し
ま
う

と
い
う
も
の
。
「
こ
れ
が
食
べ
ら
れ
る
っ
て
知
ら
ん

道
端
の
草
を
食
べ
て
み
よ
う

　
３
月
刀
一
日
例
、
宇
治
公
民
館
で
「
山
野
草
料
理
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
山
野
草
と
は
山
や
野
原
に

生
え
て
い
て
、
知
ら
な
け
れ
ば
見
過
ご
し
て
し
ま
う
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　C〉4月22日出午後１時～と３時

半～の２回、黄堅体育館[＞対象…

15歳以上の人(中学生は不可)。

各先着30人E〉1000円　[116日(日)午

前９時から同館へ直接。顔写真

(3×2.5r)が必要　回is]館(a

33-4001)。

■全国一斉ウォークラリー大会

　[＞５月21日(日)午前９時20分、府

立宇治公園中の島集合(雨天決行)

[〉200円傷害保険含む)t〉持ち

物…弁当・水筒・雨具・敷物・タ

オルE〉定員…500人または100チー

ム　圃2~5人でチームを作り、

代表者が市民体育課(内線2621)。

・市民総体水泳の部

　[〉５月14日(日)午後１時～５時、

太陽が丘プールC＞対象…小学３年

生以上[〉1000円(小・中学生は無

料､ただしプログラム代300円)

回所定の用紙で28日出までにスポー

ツスペースおぐら(容20-1881)、

ユニチカスイミングスクール(S

24-1443)、ビバスポーツ024-3

993)、城陽スイミングスクール

055-5511)。

お知らせ

■雇用保険制度が改正されました

　４月１日から雇用保険制度が改

正され、雇用継続給付制度(高年

齢雇用継続給付制度、育児休業給

付制度)を始めとする新制度がス

タートしました。　囲京都府雇用

うちの人気者

　　川崎　俊和ちゃん（２歳）

　　　　　　　（小倉町久保）

あなたの家庭の人気者を募集。「うちの

子をぜひ」「おじいちゃんの誕生日の記

念に…」なんて人はどしどしご応募を。

匝広報課（内線2070）。
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市
で
は
、
親
が
断
続
的
ま

た
は
緊
急
の
用
事
な
ど
で
子

供
を
保
育
で
き
な
い
場
合
、

そ
の
時
だ
け
子
供
を
保
育
所

で
預
か
る
、
一
時
的
保
育
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
▽
条
件
・
：
○
保
護
者
の
就

労
形
態
な
ど
に
よ
り
断
続
的

に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

場
合
○
傷
病
や
入
院
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
で
、
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合

　
▽
実
施
保
育
所
・
：
登
り
保

育
園
（
木
幡
赤
塚
８
の
１
、

登
3
2
・
3
8
1
1
）
、
同
胞

保
育
園
（
大
久
保
町
旦
椋
7
2
、

音
4
4
・
3
6
3
2
）
、
南
浦

保
育
園
（
小
倉
町
南
浦
6
2
の

5
7
’
0

2
3
・
5
8
8
2
）

　
▽
保
育
時
間
…
午
前
８
時

～
午
後
４
時
（
平
日
）
、
午

前
８
時
～
正
午
（
土
曜
）

　
▽
料
金
：
二
日
1
4
0
0

円
の
ほ
か
に
昼
食
・
お
や
つ

代
は
実
費
負
担

　
▽
申
し
込
み
・
：
保
育
課

（
内
線
2
3
2
2
）
へ
。

ト

市民カレンダ

ーと
手び

き訂正

カメラで
おじゃま

ご
利
用
く
だ
さ
い

一
時
的
保
育
事
業

宇治市紹介ビ

デオ
「彩のまち―宇治十章」

貸し出し中

■｜
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市治宇第1058号，

投
書
コ
ー
ナ
ー

私
も
ひ
と

こ
と
０
　
白
邑

美
し
い
町
は

私
た
ち
の
心
掛
け
か
ら

　
城
南
荘
の
バ
ス
停
が
新
し
く

な
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
屋
根
と
囲
い
が
あ

れ
ば
な
お
い
い
の
で
す
が
・
…

た
だ
大
変
残
念
に
思
う
の
は
、

早
速
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
お
菓

子
の
食
べ
か
す
な
ど
が
散
ら
か

っ
て
い
た
こ
と
と
、
こ
の
か
い

わ
い
の
不
法
駐
車
の
自
転
車
・

バ
イ
ク
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
城
南
荘
や
そ
の

近
く
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
倫

理
・
道
徳
心
の
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
宇

治
を
み
ん
な
で
美
し
く
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
は
お
金
を
掛
け
て
で
き
る
こ

と
で
は
な
く
、
住
民
の
意
識
、

心
掛
け
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に

よ
い
町
を
残
し
て
彼
ら
が
良
い

人
生
を
送
る
に
は
、
大
人
、
特

に
親
の
行
動
が
大
切
で
す
。
建

物
、
道
路
な
ど
を
自
分
勝
手
に

使
う
こ
と
の
な
い
よ
う
一
人
ひ

と
り
が
心
掛
け
、
住
み
良
く
美

し
い
、
心
温
ま
る
町
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
神
明
宮
東
　
藤
田
恭
子

市
民
情
報
短
信

　
　
催
し

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
４
月
1
6
日

佃
午
前
８
時
半
、
京
阪
宇
治
駅

前
災
弓
大
文
９
　
山
・
銀
閣
守
・

南
禅
寺
方
面
、
約
1
0
キ
ロ
。
昼

食
、
雨
具
持
参
で
。
雨
天
の
場

合
は
2
3
日
剛
。
牧
原
昔
2
3
・
２

Ｃ
-
ｑ
c
D
C
<
l
”

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

５
月
１
日
間
午
後
よ
了
１
時
、

消
防
分
署
前
の
看
板
は
？

　
棋
島
消
防
分
署
の
前
に
、
空

き
缶
で
作
成
さ
れ
た
マ
ン
ガ
の

展
示
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前

を
通
る
た
び
に
ど
ん
な
絵
か
、

家
族
共
々
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
年
に
四
回
ほ
ど
マ
ン
ガ

が
変
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
こ
し
ば
ら
く
絵
が
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
前
を

通
る
た
び
に
、
子
供
が
「
今
日

も
ケ
ン
ケ
ン
や
な
Ｉ
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
日

通
る
と
、
そ
の
展
示
物
そ
の
物

が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
な
く
な
っ
た
ん
や
ろ
十
」

と
子
供
も
寂
し
そ
う
に
言
い
ま

す
。
私
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
復
活
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
・
…

　
　
宇
治
若
森
　
栗
山
恵
子

　
［
市
消
防
本
部
か
ら
］
こ
の
看

板
は
皆
さ
ん
の
防
火
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
目
で

分
か
る
よ
う
、
毎
回
署
員
が
工

夫
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
時
賢
ま

う
ど
新
作
「
ピ
ッ
コ
ロ
」
（
右

下
写
真
）
の
製
作
中
で
し
た
。

今
後
も
折
り
あ
る
ご
と
に
作
り

替
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
も
う

宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必
要
。

５
百
円
。
水
野
＆
3
3
・
７
３
５

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー

４
月
1
6
日
㈲
午
後
１
時
～
（
雨

天
中
止
）
、
黄
聚
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
。
自
由
に
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、

教
室
も
開
催
。
岩
口
a
2
3
・
６

◆
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
リ
ラ
ッ

一
つ
の
看
板
「
大
相
撲
・
橋
乃

島
」
共
々
、
お
楽
し
み
に
。

ク
ス
　
４
月
1
7
日
㈲
午
前
1
0
時

～
正
午
、
青
少
年
文
化
研
修
道

場
（
黄
聚
公
園
南
西
）
。
体
を

ほ
ぐ
し
、
心
と
の
つ
な
が
り
を

実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
８
百

円
。
森
＆
3
3
・
0
0
5
5
．

◆
第
９
回
ク
ロ
ッ
キ
ー
会
　
５

月
～
９
月
の
第
２
土
曜
午
後
１

時
半
～
３
時
半
、
宇
治
公
民
館
。

３
千
５
百
円
（
１
回
ず
つ
な
ら

各
千
円
）
。
山
中
＆
2
4
・
２
２

◆
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
５

月
1
3
日
出
と
６
月
３
日
～
2
4
日

の
土
曜
午
後
１
時
半
～
３
時
か

３
時
半
～
５
時
。
太
陽
が
丘
体

育
館
。
対
象
は
小
学
４
年
～
中

学
２
年
生
。
４
千
円
。
駒
山
容

2
1
・
3
9
1
2
。

　
　
募
集

◆
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
　
懐
か
し

い
歌
か
ら
新
し
い
歌
ま
で
楽
し

く
歌
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
Ｌ
・

３
火
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
小

倉
公
民
館
。
指
導
は
中
島
比
沙

子
さ
ん
。
月
千
円
。
西
＆
2
3
・

７
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
t
―
°

◆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
・
水
晶
会

　
余
暇
を
生
か
し
、
気
軽
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
１
・

昔めぐり

塔ノ島、喜撰橋を望む（明治45年ごろ）
　
「
こ
の
写
真
は
写
真
屋
さ
ん
が
撮
っ
た
も
の

で
す
。
今
の
観
光
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
か
ら
の
も

の
で
し
ょ
う
か
」
と
は
、
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
児
島
幸
和
さ
ん
（
宇
治
東
内
）
。
同
じ
場
所

か
ら
見
て
み
る
と
、
時
の
移
ろ
い
か
わ
か
っ
て

お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ｔ
木
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
小

倉
公
民
館
。
指
導
は
橋
本
幸
志

さ
ん
。
月
２
千
円
。
井
村
昔
9
9
一
・

3
7
3
5
0

◆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
・
木
曜

会
　
毎
週
木
曜
午
後
８
時
～
1
0

時
、
宇
治
公
民
館
。
初
級
～
中

級
向
き
。
月
２
千
円
。
大
野
容

3
1
・
5
7
5
0
０

◆
ス
リ
ラ
ン
カ
舞
踊
サ
ー
ク
ル

　
新
た
に
結
成
。
ス
リ
ラ
ン
カ

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
・
’
４

月
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
木
幡

公
民
館
。
指
導
は
チ
ャ
ン
パ
ー

ケ
ピ
チ
ポ
ラ
さ
ん
。
月
千
円
。

今
村
＆
3
2
・
2
7
7
1
．
先
着

2
0
人
。

　　　　　　　新舞踊「喜撰会」

　　「うちは、練習の成果をた　２回練習しています。

だ発表して見ていただくだけ　　「うれしいのは、交流会の

ではなく、『交流会』といっ　帰り際、お年寄りに『次も来

て、老人ホームに出掛けて行　てね』と言われること。励み

き、見ている人とカラオケで　になるし、やる気が出ます。

歌ったり手遊びをしたり、み　見る人を引き付けておく話術

んな一緒に楽しんでいただく　や出し物を勉強し、工夫ずる

ところが特徴ですね」。　　　　のは大変ですが…。お声が掛

　新舞踊とは、耳になじんだ　がれば出掛けて行きますので、

はやりの曲に日本舞踊を主体　呼んでいただきたいですね」。

とする現代風の踊りを付けた　　サークルではただ今、会員

もの。堅苦しくなく、だれで　を募集しています。着物を着

も入りやすい踊りです。この　て一緒に踊ってみたい人は一

「喜撰会」は昨年12月に結成　度のぞいてみてはいかがでしょ

された、まだ若いサークル。　　うか。　【問い合わせ】文堂

会員は15人、宇治公民館で月　佳子さん（S32－9207）。

ぼくらうじっこ
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市
内
の
子
供
、
団
体
な
ど
の

活
動
を
紹
介
す
る
新
し
い
コ
ー

ナ
ー
。
第
一
回
は
宇
治
市
文
化

財
感
想
ズ
コ
ン
ク
ー
ル
の
市
長

賞
に
選
ば
れ
た
木
曽
茉
莉
子
さ

ん
（
右
下
写
真
）
の
作
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
供

に
文
化
財
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
開
い
て
い
る
も

の
で
、
六
年
度
は
去
る
十
一
月

十
二
日
出
に
開
催
。
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
登
録
に
推
薦
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ

り
か
な
り
多
い
百
十
六
人
が
宇

治
上
神
社
、
平
等
院
を
易
字
し
、

詳
し
く
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

文
化
財
見
学
会
に
参
加
し
て

　
私
は
、
文
化
財
見
学
会
に
参

加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私

の
住
ん
で
い
る
憲
帚
の
、
色
々

な
す
ば
ら
し
い
文
化
財
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　
初
め
に
行
っ
た
宇
治
上
神
社

は
、
今
か
ら
一
千
年
ぐ
ら
い
前

に
で
き
た
神
社
で
、
日
本
で
一

番
古
い
建
物
で
す
。
屋
根
は
ヒ

ノ
キ
の
皮
を
何
枚
も
き
れ
い
に

そ
ろ
え
て
作
ら
れ
て
い
る
の
に

関
心
し
ま
し
た
。
古
い
建
物
な

の
で
、
い
た
ん
だ
り
く
さ
っ
た

り
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
心

配
し
た
ら
、
い
た
ん
だ
所
は
ま

た
も
と
の
様
に
直
す
と
言
っ
て

い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

　
宇
治
上
神
社
で
一
番
お
も
し

ろ
か
っ
た
の
は
、
「
か
え
る
ま

た
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
「
か
え
る
ま
た
」
は
、

か
え
る
の
足
の
形
を
し
た
部
品

で
、
こ
れ
で
屋
根
を
さ
さ
え
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
次
に
行
っ
た
平
等
院
は
、
今

か
ら
九
百
四
十
一
年
前
、
平
安

時
代
の
終
わ
り
に
ふ
じ
原
よ
り

通
が
建
て
た
そ
う
で
す
。
平
等

院
の
ほ
う
お
う
堂
は
、
十
円
玉

の
モ
デ
ル
で
、
上
か
ら
見
る
と

ほ
う
お
う
が
羽
を
広
げ
て
休
ん

で
い
る
様
に
見
え
る
の
で
、
そ

う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ほ
う
お

う
の
羽
の
方
か
ら
入
り
、
胴
体

の
部
分
に
当
た
る
中
央
の
建
物

に
入
っ
て
説
明
察
聞
き
ま
し
た
。

　
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
頭
か
ら

ひ
ざ
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
で
、
や

さ
し
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

手
に
は
大
き
な
水
か
き
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
の
や
さ
し
い
顔
と

大
き
な
水
か
き
で
、
人
々
の
苦

ト
昨
年
の
文
化
財
見
学
会
で

そ
し
て
、
後
日
提
出

さ
れ
た
感
想
文
二
十

八
点
の
中
か
ら
、
市

長
賞
な
ど
計
八
人
が

入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇

　
市
長
賞
を
受
賞
し

た
木
曽
さ
ん
は
、
将

来
「
万
里
の
長
城
」

を
歩
い
て
み
た
い
と

い
う
、
本
と
ピ
ア
ノ
が
大
好
き

な
菟
道
第
二
小
学
校
の
五
年
生
。

「
こ
の
催
し
は
学
校
で
聞
き
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し

た
。
自
分
の
住
む
ま
ち
に
こ
ん

な
有
名
な
神
社
や
お
寺
か
お
る

こ
と
は
誇
り
で
す
。
こ
う
し
た

文
化
財
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
そ
の
大
切
さ
を
ほ

か
の
人
に
も
広
め
て
付
き
た
い
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

し
み
や
悲
し
み
か
ら
救
っ
て
く

れ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
周
り
の
か
べ
に
は
、
五
十
二

体
の
雲
中
供
養
菩
さ
つ
が
、
雲

に
乗
っ
て
太
こ
や
ふ
え
の
楽
器

を
持
っ
て
い
た
り
、
お
ど
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
平
等

院
に
来
て
雲
中
供
養
菩
さ
つ
を

見
た
と
き
、
ラ
ン
プ
を
持
っ
て

い
る
の
か
な
と
、
ぎ
問
に
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
く
わ
し
い
説

明
を
聞
い
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ほ
う
お
う
堂
に
は
、
外
か
ら

で
も
阿
弥
陀
如
来
像
の
顔
が
見

え
る
様
に
、
丸
い
ま
ど
が
つ
い

て
い
ま
す
。
前
に
来
た
時
、
私

は
十
円
玉
を
持
っ
て
「
お
顔
が

見
え
た
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に

し
て
い
た
こ
と
を
、
お
母
さ
ん

か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
哭

　
私
か
住
ん
で
い
る
宇
治
市
に

は
、
こ
ん
な
に
す
ぱ
ら
し
い
国

宝
の
文
化
財
と
、
古
い
歴
史
や

文
化
を
持
っ
て
い
る
事
を
ほ
こ

り
に
思
い
ま
す
。
宇
治
上
神
社

や
平
等
院
は
、
私
た
ち
の
宝
物

で
あ
り
、
宇
治
市
や
国
の
宝
物

で
す
。
そ
し
て
、
世
界
み
ん
な

の
宝
物
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
（
一
部
略
し
て
い
ま
す
）
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